
女子 25～34 歳人口による地域持続性の評価  

Estimation of Regional Durability by Female Population Aged 25-34 

 

林 直樹*    ○齋藤 晋**
 

Naoki HAYASHI  Susumu SAITO 

 

1. 研究の背景と目的 

 集落や地域への帰属意識が強い人は転出しにくい。また，転出したとしても戻ってくる

可能性が高いと思われる。集落や地域から若い女性が消滅するということは，そこを生ま

れ故郷とする人，すなわち，帰属意識が強い人がいなくなることを意味する。そのような

地域は消滅する可能性が高いと考えられる（齋藤（１））。このような消滅が危惧される地域

が，将来においてどれほど発生するのか把握しておくことは，過疎問題を考える上で重要

である。  

 そこで，本研究では，日本国内において，近い将来，新しい母親になる可能性が高い女

子（25～34 歳）の人口がゼロまたはそれに近い状態になる地域がどれほど発生するのか，

人口推計を用いて明らかにする。  

 

2. 将来推計人口の計算方法 

(1) 概要（２） 

2005 年・2010 年の 2 次グリッド（約 10km 四方）別の人口データ（３）から，コーホート

変化率法を使用して，2050 年までの将来推計人口を求める。ただし，グリッド別の，性・

年齢別のコーホート変化率，婦人子ども比（2010 年の男女 0～4 歳／女子 15～49 歳）は，

このまま変化しないと仮定する。「子ども性比」は，全国の値（1.0481）を使用する。  

(2) ゼロで除する場合・外れ値の処理（４） 

婦人子ども比について説明する。ゼロで除する場合を無視して，婦人子ども比の中央値，

外れ値の上限値（75%点＋1.5×（75%点－25％点）），外れ値の下限値（25%点－1.5×（75%

点－25％点））を求める。「0／0」は中央値に，「n／0（n≧1）」は上限値に置き換える。さ

らに，外れ値の上限値を上回るものは上限値に，下限値を下回るものは下限値に置き換え

る。変化率についても同様に処理する。  

 

3. 人口密度の計算方法 

上記で計算されたグリッド別の総人口と女子 25～34 歳人口を，対応する 2 次グリッド

の陸地面積（総面積から「海水域」を除いた面積）（５）で除する。これにより，グリッド別

の人口密度と女子 25～34 歳人口密度（ともに人 /km
2）が算出される。  

 

4. 分析結果 

図 -1 および図 -2 はそれぞれ，人口密度および女子 25～34 歳人口密度が 0.5 未満になるグ

リッド数の変化（2010 年から 2050 年まで）である。人口密度 0.5 未満のグリッドは，2010
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年には全グリッド（4,836）の 15.2%であるが，2050 年には 20.6%に増加する。一方，女子

25～34 歳人口密度 0.5 未満のグリッドは，2010 年には全グリッドの 36.3%であるが，2050

年には 56.7%と半数以上まで増加する。増加率（2010 年→2050 年）は 56.2%である。  

 そこで，女子 25～34 歳人口密度が 0.5 未満になるグリッドの地理的な分布を確かめてみ

る。図 -3 は，2 次グリッド単位の 2010 年と 2050 年の女子 25～34 歳人口密度である。図中

の黒い部分が，「女子 25～34 歳人口密度が 0.5 未満になるグリッド」である。これをみる

と，北海道のほぼ全域や日本海側，紀伊半島，四国，九州中央部の県などを中心に，全国

的に女子 25～34 歳人口密度が 0.5 未満になる地域が増加することがわかる。すなわち，全

国において地域持続性が低下する地域が多発すると考えられる。  

  

図 -1 人口密度が 0.5 未満のグリッド数           図 -2 女子 25～34 歳人口密度が 0.5 未満のグリッド数  

Fig.1 Number of grid where population density is <0.5    Fig.2 Number of grid where density of female population aged 

25-34 is <0.5 

   
図-3 女子 25～34 歳の人口密度が 0.5 未満のグリッド（黒い部分）；左：2010 年，右：2050 年 

Fig.3 Grids where density of female population aged 25 -34 is <0.5 (see black grids); the left: 2010; the right: 2050 
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